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刊行にあたって

改訂学習指導要領移行措置の実施を控え、各学校において、「生きる力の育成」「心の教育」

「個に応じた指導」をはじめ多様な教育課題への対応が迫られています。

京都府総合教育センターでは、課題の一つである不登校を取り上げ、その一要因として推測

される学習のつまずきと学習障害との関連を探り、不登校の予防と援助に学習障害への対応を

生かす方法を見い出すため、「不登校や学習障害等を示す児童生徒への援助・指導に関する研

究」として、２年計画で取り組んできました。

この研究は、当センターにおける、平成６・７年度の「登校拒否の予防と援助・指導に関す

る研究」（トータルアドバイスセンター事業の一環）、及び平成８・９年度の「学習障害（Ｌ

Ｄ）を含む学習困難な児童生徒の指導方法に関する研究」の研究を結合し、それらの成果を踏

まえたものです。

昨年度は、児童生徒が、原則として400名以上在籍する府内の小・中学校の協力を得て、不

登校等の児童生徒の学習や社会性についての調査を実施しました。その結果、不登校等の児童

生徒の中に、学習障害等への対応を生かして援助・指導を行う必要のある児童生徒が存在する

ことが分かりました。

その成果に基づき、今年度は、各教育局管内から１ないし２名の研究協力員(所属は小学校

または中学校)を委嘱し、府内の状況を踏まえた事例研究を行いました。

本教育資料は、その研究成果としてまとめた援助・指導事例集です。

各学校で、この教育資料が有効に活用され、一人でも多くの児童生徒への援助・指導に役立

てられることを期待いたします。

また、この研究成果は、研修・啓発及び相談事業にも生かしていきたいと考えています。

最後になりましたが、研究の推進に当たり、多大な御協力をいただきました関係教育委員会、

各教育局、京都教育大学並びに研究協力員の先生方に厚くお礼を申し上げます。

平成12年３月

京都府総合教育センター

所長 村 田 伯 義
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